




りうるのである。 一人の人間が同時に所属するすべての集合体がそれぞれ， この人物

に特定のアイデンテイティを与えているのだ。 どの集合体も， この人物の唯一のアイ

デンテイティ， または唯一の帰属集団と見なすことはできない。 人のアイデンティ

ティが複数あるとすると， 時々の状況に応じて， 異なる関係や帰属のなかから， 相対

的に重要なものを選ばざるをえない。

したがって， 人生を送るうえで根幹となるのは， 自分で選択し， 論理的に考える責

任なのである。 かたや， 人にはえてして好戦的となる， 唯一のアイデンテイティがあ

ると考え， それがなにやら多大な（時にはひどく不快な）要求を本人に突きつけるのは

仕方がないという意識が培われた場合には， 暴力が助長される。 唯一のアイデンティ

ティとされるものを押しつけることはしばしば党派的な対立をあおる「好戦的な技」

の重要部分を占めるのである。

〔出典 アマルティア ・ セン（大門毅監訳， 東郷えりか訳）『アイデンテイティと暴

カ 運命は幻想である』（勁草書房2011年）， 2-4頁。 なお， 傍点とふりがなを

省略した。〕
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